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たり約 90分実施し、歩行能力とバランス能力を調査した。頻度は週 2回を基本とし、計 16回実施した。
主要評価項目は、有害事象の確認と、HAL を装着しない状態での 10 m 歩行試験（歩行速度、歩数、歩
行率）、3 m timed up and go試験（TUG）、Berg機能的バランススケール（BBS）を計測し、訓練前後で
比較した。 
(結果) 
 重大な有害事象を生じることなく、一連の試験を完遂できた。本研究に参加した 69例中 62例で 16




動作訓練を完遂した 62例のうち HALを装着しない状態で 10 m 自立歩行が可能であった 50例におい
て、10 m 歩行試験による歩行速度、歩数、歩行率、TUG、BBS の全ての項目で有意な改善を示した。歩
行速度が増加した患者は、92%であり、減少した患者は 8%であった。歩数が減少（改善）した患者は、
60%であり、不変者が 30%、増加（悪化）した患者は 10%であった。歩行率が増加した患者は、90%であ
り、減少した患者は 10%であった。TUG test が減少（改善）した患者は、77%であり、遅延（悪化）し
た患者は 23%であった。バランス能力を評価する BBSスコアでは、増加（改善）した患者が 53%であり、

























平成 26 年 12 月 25 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を
求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定し
た。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
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